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志

賀

白

水

郎

歌

十

首

の
歌

謡

性

憶

艮

の

単

独

創

作

説

を

疑

ふ

福

田

良

輔

九
州
大
学
に
法
文
学
部
が
開
設
さ
れ
た
の
が

大
正
十
四
年
四
月
で

あ
り
、
翌
十
五
年
四
月
に
国
文
学
講
座
が
開
設
さ
れ
、

昭
和
二
十
五

年

七
月
末
講
座
増
設
と
共
に
国
語
学
国
文
学
講
座
と
改
称
さ
れ
、
開

設
以
来
今
年
で
三
十
周
年
を
迎

へ
た
の
で
あ
る
。

九
州
大
学
に
国
語
学
国
文
学
を
学
ん
だ
人
に
懐
古
と
親
愛
の
情
を

起
こ
さ
せ
る
題
目
を
選
ん
で
小
論
を
も

の
し
、
慶
祝
の
徴
意
を
表
は

す
こ
と
に
し
た
。
法
文
学
部
の
屋
上
か
ら
博
多
湾
を
望
む
と
、

秋
晴

れ
の
海
上
に
は
、
今
日
も
三
十
年

一
日
の
如
く
、

志
賀
島
の
懐
か
し

い
姿

が
、
万
葉
人
、
志
賀
の
白
水
郎
の
生
涯
の
思
ひ
を
籠
め
て
静
か

に
浮
ん
で
ゐ
る
。

万

葉
集
、
巻
十
六
の

「筑
前
国
志
賀
白
水
郎
泰
十
首
」
ほ
ど
、
戦

後
万
葉
学
界
を
賑
は
せ
た
問
題
は

一
寸
見
当
ら
な
い
や
う
で
あ
る
。

今
年
に
な
つ
て
も
、
主
な
論
文
だ
け
で
も

三
つ
ば
か
り
出
て
ゐ
る
。

さ
て
こ
の

「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
に
関
す

る
問
題
は
、
大
別
す
る

と
、
十
首
の
配
列

に
関
す
る
問
題
と
作
者

に
関
す
る
問
題
と
の
二
つ

に
な
る
。

配
列
に
関
す
る
問
題
は
連
作
と
非
連
作
と
の
説
が
あ
り
、

連
作
説
に
は
現
存
万
葉
集
の
配
列
順
序
を
原
形
と
す
る
説
と
、

現
在

の
配
列
順
序
は
原
形
の
そ
れ
と
は
異
な
つ
た
も
の
と
ず
る
説
と
が
あ

る
。
が
、
連
作
説
に
関
す
る
異
説
は
、
い
つ

れ
に
し
て
も

連
作
と
し

て
構
成
さ
れ
た
十
首
の
各
歌
相
互
間
の
内
面
的
有
機
的
関
係
に
関
す

る
見
解
ー
解
釈
、
鑑
賞
ー
の
相
異
に
基
づ
い
て
ゐ
る
。

作
者
に
つ
い

て
は
、
山
上
憶
艮
説
と
非
憶
良
説
と
の
曙

に
大
禦

れ
る
'
騒

作

説

の
多
く
は
憶
良
説
で
あ
り
、

松
岡
静
雄

・土
屋
交
明
・笠
井
清
・犬

(4

)

(
5

)

(6

)

(
7
》

(8

)

沢
潟
久
孝
・武
田
祐
吉
・高
木
市
之
助
の

養
孝
・次
田
真
幸
の
諸
氏
、

諸
博
士
、
い
つ
れ
も
ち
う
で
あ
る
。
非
憶
良
説
に
は
、

万
葉
集
古
義

(
9
)

(
田
)

及
び
井
上
通
泰
・尾
山
篤
二
郎
両
博
士
が
あ
る
。

こ

の

両

説

の
外

に
、
民
謡
に
憶
艮
の
手
又
に
作
歌
が
加
は

つ
た
と
見
る
説
が
あ
り
、



釜
田
喜

三
郎
氏
は
、
第

一
首
か
ら
第
四
首
ま
で
は
民
謡
、

第
五
首
か

ら
第
十
首
ま
で
は
、
民
謡
の
四
首

に
憶
良
が
唱
和
し
た
作
と
見
る
の

で
あ

る
。
筆
者
は
、
民
謡
に
憶
良
の
手
が
加
は
つ
た
も
の
で
あ
る
と

(
12
)

い
ふ
私
見
を
三
年
前
発
表
し
て
大
略
次
の
や
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。

万
葉
集
巻
二
の
磐

の
姫

の
皇
后
の
連
作
及
び

古
今
集
巻
十
四
恋
歌
の

連
作

と
志
賀
の
白
水
郎
の
連
作
と
の
対
比
に
よ
つ
て
、

こ
の
三
つ
の

連
作

に
は
い
つ
れ
も
表
現
形
式
上
の
共
通
性
と

民
謡
的
要
素
と
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
且
つ
、
筑
前
国
粕
屋
郡
の
志
賀
地
方

一

帯
が
、
古
代
、
海
人
の
部
族
を
率

ゐ
て
、

航
海
・漁
携
を
司
り
、

勢

威
隆

々
た
る

一
大
豪
族
の
阿
曇
氏
の
本
郷
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
万

葉
時
代
志
賀
地
方
に
は
阿
曇
氏
の
祖
先
の
代
か
ら
民
謡
が
労

働
歌

と
し
て
伝
調
さ
れ
て
歌
は
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

志
賀
白
水
郎

歌
十
首

に
は
少
く
と
も
そ
の
や
う
な
民
謡
的
要
素
が

含
ま
れ
て
ゐ
る

や
う

に
思
は
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、

憶
良
の
手
が
歌
の
詞
や
配
列

の

上
に
加
は
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
る
に
し
て
も
、
憶
良

一
人
の
全
く

の
創
作
に
な
る
歌
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。

(
14

)

(
13
)

さ

て
、
今
年
に
な
つ
て
、

沢
潟
久
孝
博
士
を
は
じ
め
犬
養
孝
・笠

井
清
両
氏
等

「筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」

に
関
し
て
卓
説
を
お

出
し
に
な
つ
て
ゐ
る
方
が
、

連
作
と
し
て
の
歌
の
配
列

の
原
形
問
題

に
つ
い
て
所
説
を
述
べ
ら
れ
、
論
議
が
交
は
さ
れ
た
。

筆
者
は
専
門

違
ひ
で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
私
説
を
発
表
し
た
折
、

目
に
触
れ
得
な

か

つ
た
資
料
も
出
て
来
た
の
で
、
先
年
の
私
説
を
補
強
し
、
補
正
し

て
、
大
方
の
御
批
判
と
御
叱
正
と
を
仰
ぎ
た

い
と
思
ふ
。

三
代
実
録

巻
二
十
八
、貞
観
十
八
年
正
月
の
条

に
次
の
や
う
な
記

事
が
見
え
る
。

廿
五
口
癸
卯
、
先
是
、

貞
観
十
六
年
大
宰
府
言
、
香
椎
廟
宮
毎

年
春
秋
祭
日
、
志
賀
嶋
白
水
郎
男
十
人
女
十
人
奏
二
風
俗
楽
一
、

所
・着
衣
裳
、
去
宝
亀
十

一
年
大
熱
正
五
位
上
佐
伯
宿

禰

今

毛

人
所
レ
造
也
、
年
代
久
遠
、不
レ
中
二
服
用

一、
請
以
三
府
庫
物
一
、

造
コ
宛
之
一
、
至
レ
是
太
政
官
処
分
、
依

レ
請
焉
。

「
新
訂
増
補
国

史
大
系
」
第
四
巻
、
三
六
九
頁
参
照
。

(圏
点
は
筆
者
付
す
)

こ
の
記
事
は
、

志
賀
の
白
水
郎
が
漁
携

・
航
海
を
業
と
す
る
生
活

共
同
体
で
あ
り
、

阿
曇
氏
を
長
と
す
る
氏
族
集
団
時
代
か
ら
伝
論
さ

れ
た
集
団
の
生
活
歌
、
労
働
歌
で
あ
る
民
謡
が
あ
つ
て
、

そ
れ
が
奈

良
時
代
志
賀
の
白
水
郎
の
風
俗
歌
と
し
て
、

香
椎
廟
宮

に
毎
年
春
秋

の
祭
日
に
奏
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
裏
書

き
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
阿
曇
氏
を
長
と
す
る
氏
族
集
団
時
代
か
ら
伝
請
さ
れ
た

志
賀
の
白
水
郎
の
生
活
に
根
ぎ
す
集
団
歌
謡
が

伝
調
さ
れ
て
ゐ
た
形

跡
が
あ

つ
た
こ
と
は
、
拙
稿

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
作
者

の
複
数
ふ
に
つ
い
て
」

の
中
で
推
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
記

事
に
よ
つ
て
、

こ
の
推
定
は
確
実
視
す
る
こ
と
が
で
き

る
と

思

ふ

が
、
な
ほ
私
説
を
補
説
し
髪
々
補
正
し
よ

う
。

註①

松
田
静
雄
氏

「有
田
縁
歌
と
防
人
歌
」
、

②
土
屋
文
明
氏

「万
葉
集
私
注
」
第
十
六
巻
、



③④⑤(6)⑦⑧10⑨(11)⑫⑬
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⑮

笠
井
清
氏

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
十
首

の
真
意
」

「
国
語

と
国
文
学
」

昭
和
廿

五
年

二
月
号
、

犬
養
孝
氏

「
筑
前
国
志
賀
日
水
郎
歌
」

「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
廿

七

年

一
月

・
二
月
両
号

次
田
真

幸
氏

「
山
上
憶
良
論
」

「
万
葉
集
大
成

」
第

九
巻
研
究
篇
、

沢
濾
久
孝
博
士

「
山
上
憶
良

の
生

涯
と
作
品
」
春
陽
堂
版

「
万
葉
集
講

座

」
作
者
研
究
篇
、

武
田
祐
吉
博

士

「
万
集
葉
全
註
釈
」
第
十
三
巻
、

高
木
市
之
助
博
士

「筑

前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首

」

「
中
部

日
本
新
聞

社
」
発
行

「
万
葉
集
新
説

」
所
収
、

井

上
通
泰
博
士

「
万
葉
集
新
考
」
第

六
巻
、

尾
山
篤

二
郎
博

士

「
大
伴
旅
人

・
山
上
憶
良

」

「
作
者
別

万

葉

集

評

釈

}
第
四
巻
所
収
、

釜

田
喜

三
郎
氏

「
筑
前
国
志

賀
白
水
郎
歌
十
首
異
見

」
関
西
大
学

「
国

文

学
」
昭
和
廿

五
年
五
月
創
刊
号

、

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首

の
作
者

の
複
数
性

に

つ
い
て
」

「文

学

研
究

」
第
四
六
輯
、
昭
和

二
十
八
年
八
月

沢
潟
久
孝

博
士

「志
賀
白
水
郎

歌
十
首

」

「
万
葉

」
第
十
八
号

、
昭
和

光

一
年

一
月
、

犬

養
孝
氏

「
万
葉
集

志
賀
白
水
郎

歌
論
義

」

「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
珊

一
年
八
月
号
、

笠
井
清
氏

「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首

の
原
形
原
意
の
問
題
」

「
万
葉

」
第

二
〇
号

、
昭
和
珊

一
年
七
月
、

風
俗
に
つ
い
て
は
、

「貞
観
儀
式
」
に
次
の
や
う
な
記
事
が
散
見

す
る
。
A
風
俗
歌
人
、
両
国
,
男
女
各
二
十
人
、
装
束
男
ハ
…
…
細
布
機

一

両

・
女
ハ各
馨

…
…

B

悠

紀

,
国

司

率

二
歌

人

け
、

入

レ
自

二
同

門

一
就

レ
位

、

奏

二
国

風

弓

.C

次

隼

人

司

率

二
隼

人
等

一
、

従

二
興

礼

門

一
参

入

、
於

二
御

在

所

,

屏

外

ひ
北
向

立

、

奏

二
風

俗

,
歌

舞

一

以

上

、

儀

式

巻

第

三

、
践

詐

大

嘗

祭

儀

中

D

次

国

司

率

二
風

俗

.
歌

人

等

↓
、
且

入

…
乃

奏

二
風

俗

.
歌

憐

一
…
…

次

二
供

畝
御

膳

け
、

賜

二
群

臣

二
鯉

り
、
奏

二
国

風

一
、

E

次

二
悠

紀

主

基

,
両

国

司

率

二
歌

人

歌

女

り
、
入

二
同

門
東

西

,
戸

就

二
左

右

.
握

弓
、
奏

二
風

俗

.
楽

り
、
歌

舞

一
曲

退

出

、

以

上

儀

式

巻

第

四

、
践

詐

大

嘗

祭

儀

下

、

「
増

訂

故

実

叢

書

」

に

拠

る

。

即

ち

、

風

俗

歌

は

「
奏

国

風

」
(
B

D

)
に
よ

り

、

「
く

に

ぶ

り
」

の

歌

で

あ

る

。

ま

た

、

「
奏

風

俗

歌

舞

(
C

D
)

と
あ

る

の

で

、

歌

に

舞
人
八
人

着
二
布

帯

末
額

【各
執
二阿
礼
末

口

威侮
列以

之八二人

亦主
同基

 

▼還
壁
亦
同



は

「
く
に
ぶ
り
」
の
舞
を
伴
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
分
り
、

ま
た
歌
に
は

曲
譜
が
あ
つ
た
こ
と
は
、

「奏
風
俗
楽
」
(
E
)
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、

風
俗
歌
に
舞
と
曲
譜
を
伴
ふ
こ
と
は
、
従
来
説
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
で

あ
る
。
貞
観
儀
式
の
記
事
は
、
大
嘗
祭
に
悠
紀

・
主
基
両
国
が
奏
し

た
風

俗
歌

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
、

香
椎
廟
宮

の
毎
年
春

秋
の
祭
日
に
志
賀
の
白
水
郎
男
女
各
十
人
が
奏
し
た
風
俗
楽
も
、

大

嘗
祭

の
風
俗
歌
と
奏
す
る
形
式
次
第
は
略
同
じ
で
あ
つ
た
ら
う
。

歌

も
同

じ
く
舞
と
曲
譜
と
を
伴
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

し
か
し
て
、
志

賀
の
白
水
郎
が
香
椎
廟
宮

の
春
秋
の
祭
日
に
風
俗
楽
を
奏
し
た
と
い

ふ
こ
と
は
、
志
賀
の
白
水
郎
が
他
の
社
会
と
は
異

ρ
た
特
殊
な
生
活

集
団

で
あ
つ
た
こ
と
を
思
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
大
嘗
祭
儀
式
に

お
い
て
、
悠
紀

・
主
基
両
国
が
風
俗
歌

(風
俗
歌
舞
)

を
奏
す
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
両
国
の
外
に
吉
野
の
国
栖
が
古

風

や
歌

笛

を

奏

し
、
隼
人
が
風
俗
の
歌
舞
を
奏
す
る
。

国
栖
は
異
族
で
は
な
い
に
し

て
も

、
山
林
に
住
む
先
住
人
で
、
吉
野
の
国
栖
が

一
般
の
人
々
と
は

風
俗
習
慣
を
異
に
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、

記
紀
の
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
隼
人
が
異
種
族
で
風
俗
習
慣
を
異
に
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、

い
ふ

ま
で
も
な
い
。
大
嘗
祭
に
吉
野
の
国
栖

が

奏

す

る
古
風
は
、
吉
野

の
国
栖

の
風
俗
歌

(風
俗
歌
舞

・
国
風
)
で
、
遠

い
祖
先
か
ら
遺
さ

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

異
族
で
あ
る
隼
人
の
風
俗
の
歌
舞
が
著
し
く

異
な

る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
れ
亦
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

大
嘗

祭
の
風
俗
歌

の
奏
上
は
、
国
々
の
鎮
魂
歌
舞
と
国
々
の
服
従
誓
約
式

と
を
意
味
す
る
と
い
ふ
折
口
信
夫
博
士
の
説
に
従

へ
ば
、

悠
紀

・
主

基
両
国
の
風
俗
歌
の
外
に
、
吉
野
の
国
栖
が
古
風
や
歌
笛
を
、

隼
人

が
風
俗
の
歌
舞
を
奏
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、

吉
野
の
国
栖
と
隼
人
と

に
服
従
の
誓
が
古

い
時
代
か
ら
最
も
強
く
要

求
せ
ら

れ

て
来

た

の

で
、
古
野
の
国
栖
と
隼
入
と
が
代
表
者
と
し
て

選
ば
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
と
思
は
れ
る
。
志
賀
の
白
水
郎
が
、

天
皇
氏
の
祖
先
で
あ
る

仲
哀
天
皇

・
神
功
皇
后
を
祀
る
香
椎
廟
宮

の
春
秋
の
祭
日
に
風
俗
楽

を
奏
し
た
こ
と
は
、
大
嘗
祭
の
吉
野
の
国
栖

や
隼
人
の
奏
上
と
同
じ

意
味
が
あ
つ
た
と
考

へ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、志
賀
の
白
水
郎
が
、
異
族

と
ま
で
は
言

へ
な
い
に
し
て
も
、

吉
野
の
国
栖
の
場
付
の
や
う
に
、

集
団
の
生
活
や
風
俗
習
慣
に
お
い
て
、
普
通
の
社
会
集
団
と
は
異

つ

た
も
の
で
あ
つ
た
の
で
、
代
表
者
と
し
て

志
賀
の
白
水
郎
の
風
俗
楽

が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

筑
前
の
志
賀
の
地
名
を
詠

み
込
ん
だ
短
歌
は
、

巻
十
六
の
志
賀
白

水
郎
歌
十
首
の
外
に
、
万
葉
集
に
は
十
二
首

見
え
る
。

そ
の
う
ち
、

作
者
の
明
か
な
歌
二
首
と
巻
十
五
の

「
遣
新
羅
使
人
等
」

の
作
三
首

以
外
の
七
首
は
、
い
つ
れ
も
民
謡
系
統
の
歌

で
あ
り
、
作
者
の
明
か

な
五
首
の
中
に
も
民
謡
の
流
れ
を
汲
む
歌
が
あ
る
。

し
か
も
、
万
葉

集
中
地
名
の
詠
み
込
ま
れ
た
白
水
郎
の
歌
で
、
最
も
歌
数
が
多

い
の

は
志
賀
の
白
水
郎
の
歌
で
あ
り
、
比
較
的
古

い
作
と

思

は

れ

る

の

も
、
志
賀

の
白
水
郎
の
歌
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

志
賀
の

地
名
を
詠
み
込
ん
だ
民
謡
を
詠
つ
た
態
度
に
は
、
何
と
な
く
志
賀
の



白
水

郎
を
普
通

一
般
人
と
は
異
つ
た
も

の
と
見
て
ゐ
る
こ
と
が

感
ぜ

ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
志
賀
の
白
水
郎
が
吉
野
の
国
栖

な

ど

と

同

じ

く
、

そ
の
集
団
の
歴
史
や
風
俗
習
慣
が
普
通
の
社
会
の
人
々
と
は
異

つ
て
ゐ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
端
的
に
い
へ
ば
、

志
賀

の
白
水
郎
は
、
松
岡
静
雄
氏
そ
の
他
の
人
に

よ
つ
て
説

か

れ

た
如

く
、
阿
曇
氏
に
率
ゐ
ら
れ
た
海
人
族
に
属
し
、
異
族
的
血
の
要
素
が

流
れ

て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

こ
の
や
う
に
異
な
る
た
め
に
、
古

い

時
代

か
ら

一
般
社
会
の
人
々
の
間
に
有
名
で
あ
り
、
そ
の
た
め
志
賀

の
白
水
郎
の
歌
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
、

広
く
伝
調
さ
れ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。

香
椎
廟
宮
に
奏
上
し
た

志
賀

の
臼
水
郎
の
風
俗
楽

の
歌
詞
は
伝

へ

ら
れ

て
ゐ
な
い
が
、
臆
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
万
葉
集
中
、
筑
前

志
賀

の
地
名
が
詠

み
込
ま
れ
た
短
歌
中
の
作

者
不
明
の
歌
に
類
す
る

民
謡

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
作
者
不
明
の
歌
の
中
に
は
、

志
賀

の
白
水

郎
が
奏
し
た
風
俗
歌
が
交

つ
て
ゐ
な
い
と
は
保
証
さ
れ
な
い
。

以
ヒ
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、

奈
良
朝
時
代
香
椎
廟
宮
に
志

賀
の
白
水
郎
が
毎
年
春
秋
の
祭
日
に
風
俗
楽
を
奏
し
て
ゐ
た
と
い
ふ

事
実
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

拙
稿

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌

十
首

の
作
者
の
複
数
性
に
つ
い
て
」

の
中
で
述
べ
た
次
の
事
項
が

一

層
確
実
視
さ
れ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
志
賀
の
白
水
郎
は
古

ぐ
は
阿
曇
氏
に
率
ゐ
ら
れ
た
海
人
部
に
属
す
る
社
会

集

団

で

あ

っ

て
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も

歴
史
的
に
社
会
的
に
特
殊
な
社
会
集
団

で
あ
つ
た
こ
と
、
航
海

・
漁
掛
を
主
た
る
生
業
と
す
る
集
団
の
生
活

史
が
あ
つ
た
こ
と
、

こ
の
や
う
な
特
殊
な
集
団
の
生
活
史
に
根
ぎ
す

民
謡
が
集
団

の
成
員
に
よ
つ
て
伝
調
せ
ら

れ
て
ゐ
た
こ
と
、

し
た
が

つ
て
、

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」

に
は
、
歌
詞
や
歌
の
配
列

順
序
に
憶
良
の
手
が
加
は
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
認
め
ら

れ

る

に

し

て

も
、
す
べ
て
を
憶
良
た
だ

一
人
の
作
と
見

る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る

こ
と
の
諸
事
項
で
あ
る
。

註①

「文
学
研
究
」
第
四
六
輯
所
載
、
昭
和
六
年
八
月
、

風
俗
歌
は
短
歌
形
式
の
民
謡
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
曲
譜
と
舞
と
を

伴
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
し
か
し
て
、

風
俗
歌
は
集
団

的
歌
謡
で
あ
り
、
貞
観
儀
式
第
三
巻
に
は

「
風
俗
歌
人
両
国
男
女
各

二
十
入
」
と
あ
り
、
前
出
の
記
事
に
も

「
志
賀
白
水
郎
男
十
人
女
十

人
奏
風
俗
楽
」
と
あ
る
の
で
、

一
つ
の
風
俗
歌
は
男
女
各
十
人
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
集
団
的
歌
謡
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
風
俗
歌
は
、

本
質
的
に
は
氏
族
や
地
域
の
集
団
生
活
を
背

景
と
す
る
相
聞

の
内
谷

を
有
す
る
民
謡
で
あ
る
。
男
女
各
十
人
と
い
ふ
の
も
相
聞
歌
の
原
始

的
形
で
あ
る

「
か
け
あ
ひ
」
歌
の
名
残
り

で
あ
ら
う
。

こ
の
や
う
な

地
縁
関
係
の
基
礎
の
上
に
立
つ
氏
族
集
団

に
は
、
相
聞
歌
系
統
の
歌



謡

の
外
に
、
集
団
の
歴
史
乃
至
生
活
史
を
素
材
と
す
る
叙

事
詩
の
歌

謡
が
あ
つ
て
、
や
は
り
曲
譜
と
舞
と
が
伴
つ
て
、
集
団
の
場
に
お
い

て
歌
舞
さ
れ
た
。
志
賀

の
白
水
郎
が
自
己
の
風
俗
歌
を
有
し
、
祖
先

の
時
代
か
ら
普
通

一
般

の
社
会
と
は
異
つ
た
特
殊
な
社
会
集
団
で
あ

る
こ
と
を
考

へ
る
と
、
志
賀
の
白
水
郎
に
も
、
集
団
の
歴
史
乃
至
生

活
史
を
素
材
と
す
る
叙
事
詩
の
歌
謡
が
鼠

へ
ら
れ
て
ゐ

た
こ
と
が
考

へ
ら

れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
や
う
な
観
点
か
ら
、

「
筑
前
国
志

賀
白
水
郎
歌
十
首
」
の
成
立
事
情
や
作
者
及
び
構
成
等
の
諸
問
題
を

再
考

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。

志
賀
白
水
郎
の
十
首
の
歌
の
叙
述
内
容
は
、
航
海

・
漁
携
を
生
業

と
す

る
志
賀

の
臼
水
郎
の
集
団
生
活
史
上
に
起
つ
た

一
事
件
を
述
べ

た
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
者
問
題
を

一
往
お
預
け
に
し
て

い
ふ
と
、
こ
の
十
首
の
歌
は
、
万
葉
集
巻
二
の
冒
頭
の

「磐
姫
皇
后

思
天
皇
御
作
歌
四
首
」
と
歌

の
性
質
及
び
表
現
形
式
に
お
い
て
、

一

致
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎

歌
十
首

の
作
者
の
複
数
性
に
つ
い
て
」

の
中
で
述
べ
た
の
で
、
詳
細

は
そ

れ
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
に
必
要
な
こ
と
だ
け
を
結
論
的

に
い
ふ
こ
と
と
す
る
。

一
方
が
天
皇
氏
の
氏
族
史
上
の
仁
徳
天
皇
の

御
代

の
記
憶

す
べ
き

一
事
件

(恥ミ
鳴
ミ
賊)
で
あ
る

一
つ
の
物
語
を
、

他
方

は
志
賀
の
臼
水
郎
と
い
ふ
特
殊
な
集
団

の
生
活
史
ヒ
の
記
憶
す

べ
き

一
肇
件
で
あ
る

一
つ
の
物
語
を
述
べ
て
ゐ
る
。

磐
の
姫
の
皇
后

の
連
作
四
首
の
構
成
要
素
と
な
つ
て
ゐ
る
各
歌
は
、

い
つ
れ
も
伝
説

さ
れ
て
ゐ
た
有
名
な
民
謡
で
、
そ
れ
が
天
皇
と
皇
后
と
の

一
事
件
で

あ
る
物
語
に
仮
托
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

沢
薦
久
孝
博
士
等

に
よ
つ
て
説
か
れ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
て
、

連
作
の
構
成

要
素
で
あ
る
各
民
謡
の
作
者
と
・

各
民
謡
を
配
列
し
て
堕

あ
る
」

個
の
作
品
を
創
造
し
た
構
成
者
と
は
別
人

で
あ
る
。
少
く
と
も
必
ず

し
も
同

一
人
で
あ
る
と
は
言

へ
な
い
。

磐
の
姫
の
皇
后
の
連
作

の
構

成
上
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
連

作

の
構
成
技
術
が
精
巧
で
、
各
歌

の
配
列

に
間
然

す
る
と
こ
ろ
が
な

く
、
芸
術
的
に
勝
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
構
成
が
勝
れ
た
特
定
の

詩
人
だ
け
の
手

に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

氏
族
集

団
や
社
会
集
団
の
生
活
史
上
の
記
憶
す
べ
き

一
事
伴
を
述
べ
て
ゐ
る

歌
謡
は
、
長
歌
に
せ
よ
短
歌

の
連
作
に
せ
よ
、

長
年
月

に
亘
る
集
団

の
詩
人
達

の
手
が
、
勝
れ
た
長
歌
や
連
作
を

生
み
出
し
た
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
。

一
事
伴
を
叙
し
て
ゐ
る
記
紀

歌
謡
の
長
歌
や
連
作
性

の

短
歌
群
に
し
て
も
、
多
く
は
特
定
の
詩
人

一
人
に
よ
つ
て
創
作
さ
れ

た
も

の
で
は
な
く
、
長
年
月
に
亘
る
集
団
的
制
作
で
あ
る
。

こ
の
や

う
な
観
点
か
ら
、
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
成

立

事

情

・
作

者

・
構
成
等

の
諸
問
題
を
更
め
て
考

へ
直
す
必
要
が
あ
ら
う
。

今

一
つ
、
考

へ
直
さ
な
く
て
に
な
ら
な

い
こ
と
は
、
す
で
に
考
察

し
た
や
う
に
、
志
賀

の
白
水
郎
も
他
の
集
団
と
同
じ
く
、

集
団
の
歴

史
乃
至
生
活
史
上
の
記
憶
す
べ
き

一
事
件
を
物
語

る
叙
事
詩
の
歌
謡

を
有
し
て
ゐ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
記
紀

の
歌
謡
は
、

天



皇
氏
を
中
心
と
す
る
集
団
の
氏
族
史
ヒ
の
記
憶

す
べ
き

一
事
件
を
物

語

る
歌
物
語

の
歌
謡
と
し
て
、
記
紀
に
採
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
記
紀
の

短
歌
も
多
く
は
独
立
の
短
歌
で
あ
つ
て
、

し
た
が

つ
て
好
情
詩
で
あ

る
が
、
記
紀
の
本
質
か
ら
見
れ
ば
、

一
事
件

の
過
程
を
物
語
る
素
材

と
し
て
、
叙
事
詩
的
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
。

磐
の
姫
の
皇
后
の
連
作

四
首

も
さ
う
で
あ
り
、

万
葉
集
開
巻
冒
頭
の
雄
略
天
皇
の
御
製
が
記

憶
す

べ
き

一
つ
の
恋
愛
事
件
を
叙
し
て
ゐ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

志

賀
の
白
水
郎
歌
十
首
も
、
そ
の
集
団
の
生
活
史
が
、
航
海

・
漁
榜
に

貫
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
思

ふ
と
、
集
団
の
記
憶
す
べ
き

一
事
件
を
連

作
の
表
現
形
式
に
お
い
て
物
語

つ
た
叙
事
詩
と
見
る

こ
と

が

で

き

る
。次

に
考

へ
る
べ
き
こ
と
は
、

集
団
の
歴
史
乃
至
生
活
史
上
の

一
事

件
を
物
語
る
歌
謡
に
は
、

舞
を

伴

つ

て
演
出
さ
れ
る

こ

と

で

あ

る
。
集
団
の
場
に
お
い
て
演
出
さ
れ
、
集
団
の
人
々
は
記
憶
す
べ
き

過
去

の
事
件
を
回
想
し
、
且
っ
知
る
の
で
あ
る
。

記
紀
の
歌
謡
の
多

く
に
は
、
舞
を
伴
ひ
演
出
さ
れ
た
痕
跡
が
遺
つ
て
ゐ
る
。

前
記
の
雄

略
天

皇
の
御
製
や
磐
の
姫
の
皇
后
の
連
作
も
、

舞
を
伴
ひ
演
出
さ
れ

た
形
跡
が
あ
る
。
志
賀
の
白
水
郎
歌
十
首
も
、

集
団
の
生
活
史
上
の

一
事
件
と
し
て
舞
を
伴
ひ
演
出
さ
れ
た
形
跡
が
歌
詞
の

諸
所
に
看
取

さ
れ

る
。

こ
の
十
首

の
歌
の
第
六
首

あ
ら

を

ら

は

め

こ
の

な

り

を

は

お
も
は
や
ろ
ε
し
の

荒
雄
良
者
妻
子
之
産
業
乎
婆
不
念
呂
年
之
八
歳
乎
待
騰
来
不
座

の

「
不
念
呂
」
は
、
従
来
の
訓
の
如
く

「
オ
モ
ハ
ズ

ロ
」

と
訓
む
べ

き
で
、
打
消
の
助
動
詞

「
ズ
」
の
中
止
形

に
聞
投
助
詞

ロ
が
付
い
た

形
で
あ
る
。

ロ
は
中
央
語
系
の
上
代
語
で
は
体
言

・
形
容
詞

(連
体

形
)

・
副
詞

・
助
動
詞
等
に
付
く
が
、
用
例
の
数
は
少
く
、

助
動
詞

に
付
い
た
例
は
前
の

「不
念
呂
」
の

一
例

だ
け
で
あ
る
。
防
人
歌

・

東
歌
等
の
東
国
方
言
で
は
、
右
の
品
詞
の
外
に
動
詞

(連
用
形

・
命

令
形
)

・
助
詞
等
に
付
く
が
、

中
央
語
系

の
上
代
語
に
比
し
用
例
も

多
く
、
比
較
的
自
由
に
付

い
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
、
東
国
方
言
で
助

動
詞
に
付
く
例
は
、

「
ら
む
」
の
東
国
方
言

「
な
む
」
の
終
止
形
の

ウ
列
音
が
オ
列
音
に
な
つ
た
形
に
付

い
た

「於
毛
抱
須
奈
母
呂
」
(東

歌
三五垂
)

の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
助
詞
の
連
用
形

に
付

く

例

は

「与
斯
呂
伎
麻
左
奴
」

(東
歌
三四
六九
)

の

一
例
だ
け
で
あ
る
。
十

首
の
歌
す
べ
て
を
憶
良
の
創
作
と
す
る
人
は
、

「
オ
モ
ハ
ズ

ロ
」

に

お
け
る

ロ
の
用
法
を
、
憶
良
の
古
語
使
用

の

一
例
と
見
て
ゐ
る
。

し

か
し
、
東
国
方
言
以
外
の
ヒ
代
語
で
は
、

「
不
念
呂
」

の
例
を
除

い

て
は
、
動
詞

・
助
動
詞
に
付
く
例
は
連
用
形
に
付
い
た

一
例
、

助
動

詞
に
付
く
例
は
終
止
形
に
付
い
た

一
例
で
あ
る
。

「
不
念
呂
」
以
外

に
は
、
助
動
詞
の
連
用
形

(中
止
形
)
に
付
い
た
例
は
、

東
国
方
言

を
含
め
て
上
代
語
に
は

一
例
も
無
い
。

こ
の
や
う
な
他
に
絶
無
の
ロ

の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
の
連
作
を

集
団
の
生
活
史
上
の

一
事
件
を
述

べ
た
叙
事
詩
と
し
て
理
会
す
る
と

き
に
、
少
く
と
も
十
首
の
歌
す
べ
て
が
憶
良
の
創
作
で

あ
る
と
す
る



説
に
は
、
従
ひ
難

い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
十
首
の
連
作
歌
に
は
左
註
が
あ
つ
て
、

そ
の
終
に

「
因
レ斯

妻
子
等
、
不
レ
勝
二積
慕

一、
裁
二作
此
歌
一。
或
云
、

筑
前
国
守
山
上

憶
良
臣
、
悲
二感
妻
子
之
傷
一、
述
レ
志
而
作
一一此
歌

一」
と
あ
る
記

事

が
、
憶
良
作
説
の
有
力
な
根
拠

の

一
つ
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
い
ふ

ま
で
も
な
い
。
荒
雄
の
妻
子
の
作
と
す
る
説
は
、

巻
二
の
冒
頭
の
連

作
が
磐

の
姫
の
皇
后
の
作
と
し
て
伝

へ
む
れ
た
の
と
同
じ
く
、

伝
承

ヒ
の
作
者
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
て
、

「或
云
」
以
下
の
記
事
を
憶

良
作

の
有
力
な
根
拠
と
す
る
説
は
、

「
筑
前
国
守
山
上
憶
良
臣
」
以

下
を
重
視
し
、

「
或
云
」
の
意
味
を
字
義
通
り
に
素

直

に

受

容

れ

ず
、
軽
視
し
た
傾
向
が
あ
る
。

万
葉
巻
五
に
お
け
る
憶
良
や
旅
人
等

の
連
作

の
如
き
、
全
く
個
人
の
創
作
で
あ
る
連
作
の

み
を

考

慮

し

て
、

連
作
の
各
歌
が
民
謡
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
連
作
を
看
却
し
、

そ
の
本
質
を
考
察
し
な
か
つ
た
結
果
、

「
志
賀
白
水
郎
十
首
」
の
連

作
を
個
人
の
創
作
に
成
る
連
作
面
か
ら
の
み
考
察
す

る

こ

と

と

な

り
、

「
或
云
」

を
字
義
通
り
素
直
に
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

次

に
、
左
註
に
よ
れ
ば
、
神
亀
年
中
に
大
宰
府
が
宗
像
郡
の
百
姓

の
宗
像
部
津
麻
呂
に
対
馬

へ
食
糧
を
運
ぶ
船
の
施
師
を
命
じ
た
が
、

老
衰
任
に
堪

へ
ず
と
し
て
、
年
来
の
栖
師
の
同
業
者
の
志
賀
村
の
白

水
郎

の
荒
雄
に
任
を
替

つ
て
貰
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

志
賀

の
白
水
郎
の
集
団
の
生
活
史
が
、

前
述
し
た
如
く
航
海
と
漁
榜
に
貫

か
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
左
註
に
今
の
五
島
列
島
の
福
江
島

の
三
井
楽
の
岬
に
当
る
美
禰
良
久
の
埼
か
ら

船
出
し
た
と
あ
る
記
事

も
、
対
馬

へ
の
出
港
地
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。

美
禰
良
久
が
当

時
大
陸
渡
航
の
出
港
地
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
か
ら
臆
測
し
で
、

都
人

が
誤
り
記
し
た
も
の
で
、

こ
の
連
作
が
伝

説
歌
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
巻
十
六
に
は

「
有
由
縁
井
雑
歌
」

と
題
し
て

あ
る
が
、
こ
の
連
作
が

「
有
由
縁
歌
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
巻
十

六
に
載

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
し
た
が

つ
て
、
巻
十
六
の
編
纂

者
も
連
作
の
左
註
の
作
者
も
、
憶
良
の
創
作
と
見
て

ゐ

な

つ
「た

こ

と
、
少
く
と
も
疑
問
視
し
て
ゐ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

制
限
の
紙
数
も
相
当
超
過
し
た
の
で
、

以
下
結
論
的
に
述

べ
る
こ

と
に
す
る
。

志
賀
の
白
水
郎
の
集
団
が
航
海

・
漁
携

を
生
業
と
す
る
、

特
殊
な

集
団
で
あ
る
こ
と
は
、
文
献

に
よ
つ
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

殊

に
奈
良
時
代
香
椎
廟
宮
の
毎
年
春
秋
の
祭
日
に
風
俗
楽
を
奏
上
し

た
事
実
は
、
こ
の
推
定
に
確
実
な
根
拠
を
与

へ
る
と
共
に
、

氏
族

や

集
団
の
生
活
史
上
の
記
憶
す
べ
き
事
件
を
物
語
る
叙

事

詩

的

歌

謡

が
、
志
賀

の
白
水
郎
の
集
団
に
も
伝
請

さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
推
定
さ

せ
る
。
か
や
う
な
歌
謡
は
曲
譜
と
舞
と
を
伴
ひ
、

集
団

的

場

に

お

い
て
演
出
さ
れ
た
。
,
「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
の
連
作
を
、

か
や
う

な
歌
謡
の

一
と
し
て
把
握
し
理
会
す
る
と
き
、

憶
良
の
創
作
と
見
る

た
め
に
生
じ
た
諸
種
の
疑
問
や
難
点
が
説

明
さ
れ
る
。

十
首

の
連
作



は
、
憶
良
が
筑
前
国
守
に
在
任
中
採
取
し
て

配
列
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
或

い
は
十
首
中
に
は
憶
良
の
創
作
で
あ
る
も
の
、
.憶
良
の
手

が
加
ば

つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
と
も
考

へ
ら
れ
る
。

配

列

の
順

序

は
、
憶
良
か
巻
十
六
の

編
纂
者
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
と
も
考

へ
ら
れ

る
。

し
か
し
、

一
方
志
賀
の
白
水
郎
の
集
団
に
よ
つ
て
伝
調
さ
れ
、

演
出

さ
れ
て
ゐ
た
歌
謡
を
、

歌
詞
も
歌
の
順
序
も
そ
の
ま
ま
憶
良
又

は
他

の
人
に
ょ
つ
て
採
録
さ
れ
た
も
の
を
、

巻
十
六
の
編
纂
者
が
載

せ
た
こ
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、

志
賀
の
白
水
郎
の
集
団
に
歌

謡
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
も
の
に
、

憶
艮
の
手
が
加
は
つ
て

(憶
艮

創
作

の
歌
も
交

つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
)
、
現
存
の
配
列
順
序
(尼

崎
本

の
み
は
異
な
る
)
と
な
つ
た
と
著

へ
る
の
が
、

比
較
的
妥
当
な

見
方

で
あ
ら
う
。
以
上
述

べ
た
こ
と
に
ょ
つ
て
、

連
作
の
各
歌
も
そ

の
配
列
の
順
序
も
す

べ
て
憶
良

一
人
の
創
作
で
あ
る
と
い
ふ
説
に
は

賛
成

し
得
な
い
の
で
あ
る
。

註①

沢
潟
久
孝
博
土
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葉
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②
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